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　　　　　　　　　　図13　田代山湿原の花粉ダイアグラム
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現在と同様の植生分布が成立した（c帯）と考えられる。
　（7）枯木沼（図14）
　枯木一a帯（深度1．7～1．6m）：Fagusが36～37％出現し，　Lepidobalanusは20％以上，落葉
広葉樹類が主要素で針葉樹類が1％以下を示す。
　枯木一b帯（深度1．5～0．5m）：Fαgusは約20％，　Lepidobalanusが30～40％に増加する。
Betulαは10％以上に増加する。　Pinusは約5％出現する。
　枯木一c帯（深度0。4～O．1m）：Pinus，　A　bies，　Tsuga，　Betulαが増加する。
　出現した花粉・胞子の比率はa帯とb帯ではAPが80～90％を占め，比率の変動が少ない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　39
叶内　敦子
7　枯木沼湿原
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　　　　　　　図14　枯木沼湿原の花粉ダイアグラム
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c帯の表層ではNAPが50％以上に増加する。　Hr－FPはc帯に挟在する。花粉帯下限の年代は
a帯は7，080年前，b帯は6，552年前，　c帯は約1，900年前と考えられる。
　湿原周囲はブナ林に囲まれていたが（a帯），コナラ亜属優占の落葉広葉樹林に交代する（b
帯）。落葉広葉樹林の上方には針葉樹類がわずかに存在し，Hr－FP降下前に分布域を下方へ拡
大し始め，現在の植生分布が成立したと考えられる（c帯）。
　⑧平ケ岳玉子石湿原（図15）
　平ケ岳一a帯（深度O．4・m）：　llex（モチノキ属）が高率である
　平ケ岳一b帯（深度0．3～Om）：Pinusは20～30％，　A　biesは3～6％，　Tsugaは1～3％出現
する。Fagusは20％以下，　Lepidobα1αnusは20～30％，　Betulαは20％以下の出現率である。
　平ヶ岳玉子石湿原では，最下部のllexを除くと堆積物の下部から表層（Om）まで花粉組成
がほとんど変化しない。出現した花粉・胞子の比率は，APが60～70％である。花粉帯下限の
年代は，a帯は3，474年前，　b帯は2，730年前である。
　湿原は，アカミノイヌッゲ（／lex　sugeroleii　var．　breviPedunculαta）などが分布する低木林
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　　　　　　　　　　　図15平ケ岳玉子石湿原の花粉ダイアグラム
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内に形成が始まったと考えられる（a帯）。湿原形成開始以降（b帯），現植生が継続してきた
と考えられ，密生した針葉樹林に覆われたことはなかったと考えられる。コナラ亜属にっいて
は，山地帯の湿原のようにブナ属と相補的に主要素を交代する傾向は認められない。コナラ亜
属はミヤマナラ（Quercus　crisplα　var．　horileαwαe）である可能性が高い。
　（9）会津駒ケ岳中門池湿原（図16）
　会津駒ヶ岳一a帯（深度1．0～0．8m）；Pinus，　Fαgus，　Lepidobalαnusが10％程度出現する。
Ilexの高率が特徴である。
　会津駒ケ岳一b帯（深度0．7～0．1m）：A・biesの増加が著しく10～30％に増加する。Pinusは20
％，落葉広葉樹類のFαgus，　Betula，　Lepidobα1αnusは10％程度出現する。下部のCr　yPtomeria
の高率での出現の原因は不明である。
　出現した花粉・胞子の比率は，a帯ではAPが60～70％を占め，　b帯ではAPは50％以下に
低下する。NAPの増加はCyperaceaeの増加による。花粉帯の下限の年代はa帯は4，716年
前，b帯は3，490年前である。湿原は平ケ岳と同様に低木林内に形成が始まり（a帯），その後，
湿原周囲にモミ属の森林が拡大したと考えられる（b帯）。コナラ亜属は平ケ岳と同様ミヤマ
ナラと考え，モミ属を針葉樹林の主要素であるアオモリトドマッとすると，b帯以降継続して
針葉樹林の分布が拡大していると解釈することができる。
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5．考
?
　5－1植生変遷
　図17に主要樹木花粉ダイアグラムを示した。ダイアグラム左側にテフラを，右側に泥炭の
堆積速度から求めた花粉帯の境界年代（yrs　BP）を示した。主要樹木花粉は左側から針葉樹
類，Betulαより右側には落葉広葉樹類を示した。最上部の花粉帯が現在の植生分布を反映す
ると考え，下位の花粉帯と比較した。9地点のダイァグラムに共通する特徴は，①堆積物全体
の花粉組成に主要素が交代するような大きな変動は認められず（戦場ケ原3のb帯以上の変
化は洪水堆積物の影響による），湿原形成初期から現在と同様な垂直的森林帯が形成されてい
たことを示唆する。②最上部の花粉帯よりも落葉広葉樹類の比率が高い温暖期が認められる。
③調査地全ての湿原でほぼ同時に針葉樹類が増加し，温暖期後の冷涼化を示すものと考えられ
る。温暖期と冷涼期にっいては図18に示し，その年代と植生変遷にっいて考察する。温暖期
と冷涼期は湿原ごとに明瞭に認められる花粉帯にっいて示し，移行期または花粉組成がほとん
ど変化しない花粉帯にっいては区別していない。「冷涼期」の表現にっいては，最終氷期堆積
物の花粉組成にみられるような針葉樹類が優占する「寒冷期」と区別するためここでは冷涼期
とした。
　a．温暖期の森林帯の上昇
　後氷期最温暖期に対比される時期の森林帯の上昇については，梶（1982）はオオシラビソの
分布パターンに完新世の温暖期気候の影響が強く，苗場山では3，380年前頃にはブナ帯が少な
くとも現在より350m程度上昇していたと推定している。この後氷期の温暖期は塚田（1967）
のRII帯に対比することができ，中部地方では落葉広葉樹林帯が300～400　m上昇していたと
推定されている。帝釈山地南部の鬼怒沼湿原ではK－Ahを挟在するa帯で落葉広葉樹花粉が
増加して，現在より森林帯が上昇したと考えた（叶内，1987）。調査地で落葉広葉樹類の比率
が高く温暖期に対比される花粉帯は，大峰沼a帯，玉原湿原a帯，鬼怒沼湿原a帯・b帯，戦
場ケ原2a帯，田代山湿原b帯，枯木沼湿原a帯・b帯で，田代山湿原では，既に述べたよう
に，温暖期には落葉広葉樹類の比率が高く，湿原周囲の斜面まで山地帯林が分布した可能性が
高いが，モミ属が低率ながら連続的に出現することから，湿原の位置する平坦面上には亜高山
性針葉樹林が存在したと判断される。ここでの山地帯林の上昇は，現在の上限高度1，600mか
ら湿原の位置する平坦面の1，900mまでの範囲で，300m以上の上昇はなかったと考えられる。
温暖期の年代は約7，000年前から約2，000年前まで続くが，玉原湿原a帯，鬼怒沼湿原a帯・
b帯，戦場ケ原a帯の上限約4，000年前以降は温暖期の最盛期を過ぎ，次第に冷涼化する傾向
が認められる。
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図17　主要樹木花粉のダイアグラム
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　b．針葉樹類の増加
　針葉樹類の増加は温暖期に次いで起こる増加と，湿原表層部のPinusの増加に分けられる。
湿原表層部のPinusの増加はDiPloxylon　type（複維管束亜属）の急増を示し，人為的な植生
破壊の結果増加したアカマッ林の示標と考えられる（塚田，1981；辻，1987）。温暖期以降の
落葉広葉樹類の減少と相補的な針葉樹類の増加は，大峰沼b帯，玉原湿原c帯，鬼怒沼湿原c
帯・d帯，戦場ヶ原2c帯，戦場ケ原3b帯・c帯，田代山湿原c帯，枯木沼c帯，会津駒ケ岳
中門池湿原b帯に認められる。平ケ岳玉子石湿原は最下部から針葉樹類が優占する。針葉樹
類の増加は，亜高山帯の湿原の場合は亜高山帯針葉樹林の分布拡大を示し，山地帯の場合も上
方に分布する森林帯要素の高度低下または下方への拡大と解釈できることから，冷涼化の示標
と考えられる。調査地の湿原では，Hr－FP降下以前から針葉樹類の増加開始が認められ，阪
口（1989）の尾瀬ケ原P73の花粉分析結果による西暦246年～732年（1，218～1，704年前）の
古墳寒冷期に対比される。
5－2　湿原の形成年代と古環境
泥炭層最下部の年代は湿原の形成開始年代を示すものと考えられる。調査地の湿原は約
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7，000～6，000年前の後氷期の温暖期に形成を開始した湿原と，その後の湿原に分けられる。
　湿原の形成は，湖沼が埋め立てられて形成される陸化型と，小起伏地や平坦面が過湿になり
形成される沼沢化型に分けられる（阪口，1974）。調査地域の中心部に位置する尾瀬ケ原は，湖
が埋め立てられた陸化型ではなく河川の後背湿地から発達した沼沢化型であり，その形成には
晩氷期から後氷期の日本海側の多雪化が関連している（Sakaguchi，1976，1982；Sakaguchi　et
al．　，1982；阪口，1989）。また，多雪山地の雪食凹地に堆積した貧養泥炭のうち，12，000～
7，000yrs　BPに堆積を開始した泥炭は現在も堆積を継続し，雪田周囲の融雪水に酒養されると
ころに泥炭の堆積が起こったと考えられ，晩氷期以降の多雪化に関連して形成を開始したこと
が示唆されている（小泉，1982）。調査地域の湿原では，泥炭下位に粘土が堆積し，地形的に
ある程度の水深をもつ湖沼の形成が可能であった湿原を陸化型とすると，大峰沼，戦場ケ原，
枯木沼湿原は陸化型に分類される。沼沢化型は山地の平坦面や稜線に形成された湿原で，鬼怒
沼湿原，田代山湿原，平ヶ岳玉子石湿原，会津駒ケ岳中門岳湿原が分類される。これらの沼沢
化型湿原は後氷期の多雪環境と密接に関わって形成されたものと考えられる。
　調査地域の植生変遷から，沼沢化型湿原の形成環境は次のように考えられる。鬼怒沼湿原・
田代山湿原は約7，000年前に湿原形成を開始し，その頃の関東地方北部山地では，現在と同様
の垂直的森林帯が形成されていた。後氷期最温暖期に対比される時期には森林帯は約300m
上昇していた。会津駒ヶ岳中門池湿原は約4，700年前にミヤマナラなどの低木林の中で湿原形
成が始まった。3，500年前頃，会津駒ヶ岳ではアオモリトドマッ林が拡大を始め，平ケ岳玉子
石湿原の形成が始まる。湿原周囲の植生は，現在と同様団塊状の針葉樹林が分布し，連続した
針葉樹林は存在しなかった。
　山地泥炭の堆積には，夏の高温と越年雪とならない程度の雪田の存在が必要とされ（小泉，
1982），沼沢化型湿原の形成要因も同様であると仮定すると，帝釈山地に比較してより内陸側
山地では，約4，700年前頃までは現在以上の多雪環境が継続し，湿原が形成されなかったと考
えられる。会津駒ケ岳では，湿原形成初期には現在のような針葉樹林は分布せず，より多雪な
地域に分布するミヤマナラ低木林の存在が推定されることがこれを支持する。平ケ岳ではさら
に遅れて多雪環境が緩和されたものと考えられる。また，会津駒ケ岳中門池湿原のモミ属の急
激な増加は，会津駒ケ岳では後氷期に針葉樹林の破綻が起こったのではなく，むしろ後氷期の
温暖期以降多雪環境が緩和され，針葉樹林が分布を拡大していると考えられる。以上の結果か
ら，本地域では後氷期の温暖期には現在のような多雪一寡雪に対応した背腹的な植生分布が既
に存在し，温暖期以降多雪地域は縮小して行く傾向が認あられた。
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関東地方北部山地における後氷期温暖期以降の森林植生の変遷
　　　　　　　Vegetation　change　since　post　glacial　period　in
mountainous　region　around　the　northern　district　of　Kanto
KANAUCHI　Atsuko
　　　Nine　bogs　were　choosed　in　mountainous　region　around　northern　district　of　Kanto．
Four　bogs　of　them　are　stand　in　subalpine　conifer　forest　zone，　the　others　stand　in　montane
broad－leaved　deciduous　forest　zone．　Peat　samples　for　pollen　analysis　were　obtained　by
boring　survey　in　the　bogs．　Some　tephras　lie　in　peat　correlated　to　regional　tephras　distrib－
ute　to　northern　Kanto　and　one　widespread　tephra　correlated　to　K－Ah（Kikai－Akahoya
tephra）discoverd　in　Kinunuma　bog．　Datings　of　the　basal　deposits　in　the　bogs　are　7，000BP
to　3，500BP．　Distribution　of　the　past　forest　zone　and　vegetation　change　reconstructed　from
pollen　analytical　result．　Warm　period　from　7，000BP－2，000BP，　indicated　from　increase　of
deciduous　broadleaved　tree　pollen，　are　recognized　in　seven　bog　deposits．　This　warm
period　partry　correlated　to　the“Hipthy　thermal”．　Coniferous　tree　pollen　increased　pre－
cede　to　Hr－FP（Haruna－Futatsudake　tephra），　suggest　cooling　and　spread　of　coniferous
forest　zone．　It　correlated　to“Kofun　cold　period”discoverd　in　Ozegahara　peat　by　pollen
analysis（Sakaguchi，1989）．　Past　environment　for　production　of　the　bogs　inferred　from
vegetation　change　in　the　study　area．　Coniferous　forest　had　been　existed　in　subapine　zone
of　Taishaku　mountains　since　7，000BP．　In　the　same　period，　pseud－alpine　zone　consisted　by
L（2pidobalanus　mongon’ca　var．πη伽Zα雄襯αdistributed　inner　mountains，　because　the
heavy　snowfall　continued．　Montane　bogs　were　started　to　produce　in　Aizu－Komagatake　at
4，700BP，　in　Hiragatake　at　3，500BP，　suggest　that　heavy　snowfall　diminished　from　east　to
west　in　the　study　area．　And　subalpine　coniferous　forest　zone　have　continuously　spreaded
its　area　tO　inner　mountainS．
Keywords：northern　district　of　Kanto，　montane　bog，　pollen　analysis，　post　glacial　periQd，　vegetation
　　　　　　　　　change．
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